
マ
レ
ー
シ

ァ
華

人
と
仏
教

渡

辺

文

麿

は
じ

め
に
。
私
は
既
に

「
七
〇
年
代
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
仏
教
」
と
題

(1
)

す
る
論
文
を
発
表
し
た
。

こ
の
小
論
で
は
、

一
九
六
九
年

五

月

十

三

日
、

マ
レ
ー
シ
ア
首
都
ク
ア
ラ
ル
ソ
プ
ー
ル
で
生
じ
た
人
種
対
立

(五
・

一
三
事
件
)
以
前
に
、
中
国
系
住
民
は
マ
ラ
ヤ
(現
在
の
西
マ
レ
ー
シ
ア
)

の
地
に
ど
の
よ
う
に
仏
教
文
化
を
形
成
し
た
か
、
,ま
た
、
こ
の
事
件
以

後
、
彼
ら
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
に
そ
の
文
化
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ

よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
を
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
考
察
の
手
が
か

り
と
し
て
、
人
口
問
題
と
仏
教
、
女
性
労
働
者
と
仏
教
、
教
育
問
題
と

仏
教
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
言
う

「仏
教
文
化
」
と

は
、
儒

・
仏

・
道
の
三
教
の
支
え
を
物
心
両
面
の
生
活

の
一
部
と
し
、

そ
の
生
活
の
風
習
、
慣
例
の
中
か
ら
創
造
さ
れ
、
歴
史
的
に
伝
承
さ
れ

る
有
形
、
無
形
の
価
値
体
系
の
こ
と
で
あ
る
。

中
国
系
住
民
の
呼
称
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国

系

住

民

を

「
旧

客
」
、
「
山合
々
」
、
「
新
客
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
「華
僑
」

の
語
と
共
に
、
「棄
民
」
、
「僑
生
」
、
「華
育
」
な
ど
の
名
称
も

あ

る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
歴
史
的
説
明
は
紙
面
の
都
合
で
省
略
し
、
こ
こ
で

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

は
、
主
と
し
て
、
「
華
僑
」
、「華
人
」
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

五

・
=
二
事
件
。

六
九
年
五
月
十
日
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
U
M
N

O

(統

一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織
)
と
M
C
A

(
マ
ラ
ヤ
中
国
人
協
会
)
は
か

な
り
の
議
席
を
失

つ
た
。
そ
の
か
わ
り
、

マ
レ
ー
人
優
先
の
政
策

に
反

対
す
る
華
人
中
心
の
D
A
P

(民
主
行
動
党
)
と
選
挙
直
前
に
結
成
さ
れ

た
華
人
中
心
の
G
R
M

(民
生
運
動
党
)
の
議
席
が
増
え
る
と
い
う
結
果

が
出
た
。
そ
し
て
、
五
月
十
三
日
、
D
A
P
支
持
の
華
人
青
年
と
、
U

M
N
O
を
守
ろ
う
と
す
る

マ
レ
ー
人
青
年
と
の
デ
モ
が
ク
ア
ラ
ル
ソ
プ

(
2
)

ー
ル
で
衝
突
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
に
到

っ
た
。

こ
の
う
ち
の
九

割
は
華
人
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
幸
な
人
種
間
の
暴
動
は
」
既

に
二
年
前
の
六
七
年
に

(3
)

も
み
ら
れ
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
、
多
民
族
国
家
に
お
い
て
は
、

一
方

の
民
族
が
他
方
の
そ
れ
よ
り
も

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
れ
ば
、
調

和
が
維
持
で
き
る
が
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
原
則
が
崩
れ
た
場
合
に
は

(4
)

必
ず
暴
動
が
生
じ
る
旨

の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
真

の
調
和
と
は
何
か

と
い
う
問
題
は
別
と
し
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
各

州
、
各
街

に
住

む

華
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レ
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シ
ア
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と
仏
教

(渡

辺
)

僑
、
華
人

の
人

口
比
率
の
増
減
が
、
良
き
に
つ
け
、
悪
し
き
に
つ
け
、

一
つ
の
戦
力
に
な
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

人
口
問
題
と
仏
教
。
確
か
に
、

マ
ラ
ヤ
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
仏
教
文
化

を
語
る
場
合
、

人
口
問
題
を
無
視
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
何
故
な
ら

ば
、

人

口
の
大
小
が
そ
の
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
基
礎
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
中
国
人
の
社
会
で
は
、
人

口
が
仏
教
文
化
形
成
の
上
で
、
重
要
な
ポ
イ
ソ
ト
に
な
る
。

五

・
一
三
事
件

の
翌
年
に
は
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
調
査

の
特
徴

は
、
州
別
に
よ
る
マ
レ
ー
系
、
中
国
系
、

イ
ソ
ド
系

の
人
口
調

査

の
み
な
ら
ず
、
各
州
の
主
な
街
に
お
け
る
人
口
を
五
七
年
度

の
人
口

調
査
と
比
較
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
人
口
調
査

で
特
に
目

立
つ
点

は
、
幾

つ
か
の
州
で
は
中
国
系
が
マ
レ
ー
系
よ
り
も
遙
か
に
多

い
こ
と
、
ま
た
、
あ
る
州
で
は
、
中
国
系
が

マ
レ
ー
系

に
か
な
り
接
近

し
た
数
字
を
し
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
、
取
り
方
に
よ

れ
ば
、

五

・
一
三
事
件
で
多
数
の
華
人
死
傷
者
を
出
し
た
こ
と
に
対
す

る

一
つ
の
挑
戦

の
た
め
に
、
実
施
、
発
表
さ
れ
た
よ
う
で
も
あ
る
。
例

え
ば
、

ペ
ナ
ソ
で
は
、

マ
レ
ー
系
は
三
〇

・
七
%
に
対
し
て
、
中
国
系

は
五
六

・
一
%
、

セ
ラ
ソ
ゴ
ー
ル
で
は
、

マ
レ
ー
系
は
三
四

・
六
%
に

対
し
て
、
中
国
系
は
四
六
・三
%
、

サ
ラ
ク
ワ
で
は
、

マ
レ
ー
系

一
八
・

七
%
に
対
し
て
、
中
国
系
三
〇

」
一
%
と
塾
う
比
率
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

マ
ラ
ッ
カ
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
な
ど
で
は
、

マ
、レ
ー
系
の
比
率
が
中

国
系
よ
り
も
高
い
と
は
い
っ
て
も
、

一
〇
%
程
度

の
相
違
が
み
ら
れ
る

(5
)

だ
け
で
あ
る
。

マ
ラ
ヤ
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
過
去
に
お
け
る
人

口
調
査
は
、
私
が
入
手

し
得
る
い
く

つ
か
の
資
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
必
ず
し
も
定
期
的
に

行
な
わ
れ
た
も

の
で
は
な
い
。

マ
ラ
ヤ
は
既
に

一
九
世
紀

の
後

半

か

ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植
民
地
政
策
に
よ
り
、
他
民
族

の
出
入
り
が
激

し
く
な
り
、

マ
ラ
ヤ
は
次
第
に
変
貌
し
て
い
く
が
、
9そ

の
変
貌

の
一
特

色
が
華
僑
の
流
入
で
あ
り
、
華
僑
社
会
の
形
成

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
マ

ラ
ヤ
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
人

口
増
加
の
変
遷
を
調
査
し
て
み
る
こ
と
は
、

決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
。

一
八
七
〇
年
に
は
、
ペ
ラ
州
に
は

マ
レ
ー

人
三
万
名
に
対
し
て
、
中
国
人
四
万
名
、

セ
ラ
ソ
ゴ
ー
ル
で
は
、

マ
レ

1
人
五
千
名
に
対
し
て
、
中
国
人
三
万
名
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
報

(
6
)

告
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
二

年
後
に
は

マ
ラ
ヤ
全
土
に
二
六
万
七

千
名
、

一
九

一
一
年
に
は
六
九
万
名
、
三

一
年

に
は
百

一
七
万
二
千
名

と
い
う
よ
う
に
、
目
を
み
は
る
増
加
ぶ
り
で
あ
る
。
言
う

ま

で
も

な

く
、
人
口
調
査
に
よ

っ
て
は
じ
き
だ
さ
れ
る
数
字
は
百
パ
ー
セ
ソ
ト
完

全
な
も

の
で
は
な
い
に
し
て
も
、

マ
ラ
ヤ
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
華

僑
、
華
人
の
増
加
は
実
に
驚
く
べ
き
数
字
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
数
字
を

(7
)

全
人
口
と
対
比
し
て
表
で
し
め
ぜ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

次

の
表
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
華
僑
の
人
口
は
十
年
単
位
で
二
倍
、

三
倍
と
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
華
僑
の
人

口
は
、
既
に
述

べ
た
よ

う
に
、
英
領
海
峡
植
民
地
の
成
立
に
始
ま
る
が
、

具
体
的
に
は
、

一
八

五
〇
年
代
に
ペ
ラ
州
で
、
六
〇
年
代
は
セ
ラ
ソ
ゴ
ー
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
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錫
鉱
の
開
発
が
急
速
に
進
展
し
た
た
め
に
、
そ
の
労
働
者
を
必
要
と
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
当
時
の
華
僑
に
対
す
る

一
般
的
な
考
え

方
は
(
1
)
華
僑
は
外
国
人
で
あ
り
、
出
稼
ぎ
の
民
で
あ
る
か
ら
、
東
南
ア

ジ
ア
社
会
に
と

っ
て
異
質
の
小
数
民
族
的
存
在
で
あ
る
。
(2)
華
僑
は
商

人
で
生
り
、
農
業
で
は
な
く
、
商
業
に
よ
っ
て
の
み
利
益
を
蓄
積
す
る
。

(8
)

(3)
華
僑
は
都
市
居
住
者
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
驚
く
べ
き
人
口
増
加
は
だ
れ
し
も
予
想
し
得
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

華
僑
の
出
身
地
は
、主
に
福
建
省
と
広
東
省
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
彼

ら
は
同
郷
者
に
よ

っ
て
報
と
呼
ぶ
団
体
を
組
織

し
、
信
用
第

一
主
義
を

遵
守
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
華
僑
社
会
、
華
僑

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
よ
り

強
力
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
轄
組
織
は
も

と
も
と
中
国
本
土
に
存

在
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
海
外
で
こ
の
よ
う
な
組
織
を
作
る
こ
と
は

そ
ん
な
に
難
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
出
身

地
を
異
に
す
る
耕
同
志
の
縄
張
り
争
い
か
ら
、
武
力
衝
突
、
流
血
事
件

も
起
こ
っ
た
。
特
に
、
一
八
六
二
年
か
ら
八

一
年

ま
で
の
二
〇
年
間
は
、

毎
回
の
武
力
抗
争
で
、
双
方
が
数
千
万
人
を
動
員
し
、
更

に

マ

レ

ー

(9
)

人
、

サ
ル
タ
ン
、
王
室
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
の
争
乱
時
期
で
あ

っ
た
。

報
の
名
称
を
あ
げ
れ
ば
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

福
建
省
"
福
州
轄

(福
州
出
身
者
)
・
福
建
轄

(福
建
南
部
出
身
者
、
度
門

出
身
者
)
。

広
東
省
H
潮
州
轄

(広
東
省
東
部
出
身
者
、
汕
頭
出
身
者
)
・
広
西
轄

(広

東
省
東
部
出
身
者
)
・
広
東
耕

(広
州
周
辺
出
身
者
)
。

客
家
轄

(広
東
省
、
福
建
省
、
江
西
省
境
界
付
近
の
出
身
者
)
。

海
南
轄

(海
南
島
出
身
者
)
。

そ
の
他
。

一
九
八

一
年

の
調
査
に
ょ
れ
ば
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
華
僑
出
身

地
は
福
建
省
が
三
〇
%
を
越
え
、
次
い
で
海
南
島
が
二
五
%
以
上
で
あ

マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
仏
教

(渡

辺
)
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レ
ー
シ
ア
華
人
と
仏
教

(渡

辺
)

(
1
0)

る
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
口
に
耕
と
い
っ
て
も
、
そ
の
特
色
は
各

轄
に
よ
っ
て
異
な
る
。
郷
耕
か
ら
業
報

へ
と
い
う
歴
史
的

流

れ

の
中

で
、
各
耕
が

マ
レ
ー
シ
ア
経
済

に
果
た
し
た
役
割
と
共
に
、

宗
教

(儒

仏
道
の
三
教
)
に
果
た
し
た
役
割
も
極
め
て
大
き

い
。
六
六
年

六

月

末

現
在

の
調
査
に
よ
れ
ば
、

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
宗
教
中
心
の
轄
活
動

は

二
九
種
類

の
団
体
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
商
業
団
体

一
、
一
九
六
、
福
利
団
体
五
三
六
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
決
し
て
大
き
い

数
字
で
は
な
い
。
し
か
し
、
報

の
財
源

の
大
部
分
は
寄
付
に
依
存
し
て

い
る
事
実
を
知
ら
さ
れ
る
と
き
、
宗
教
団
体

一
三
九

の
数

字

は
、
華

僑
、
華
人
が
仏
教
文
化

の
形
成
に
い
か
に
力
を
入
れ
て
い
る
か
を
充
分

(
1
1)

に
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け

る
華
僑
、
華
人
の
年

々
の
人

口
増
加
が
、
彼
ら
の
実
生
活
に
お
い
て
、

物
心
両
面

の
価
値
を
着
実
に
体
系
化
さ
せ
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
は

一
九
五
七
年
、
イ
ス
ラ
ム
教
が
国

教
に
な
り
、

マ
レ
ー
人
優
遇
処
置
が
と
ら
れ
は
じ
め
て
以
来
、
中
国
系

住
民
は
仏
教
会
設
立
の
気
運
を
高
め
、
教
育
、
出
版
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
仏
教
活
動
を
漸
次
活
発
に
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
私
は
既

に

「
七
〇
年
代
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
仏
教
」
の
論
文
の
中
で
述
べ
た
が
、

七
〇
年
以
後
は
そ
れ
ら
の
活
動
が

一
層
活
発
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

中
国
系
住
民
の
人
口
増
加
と
共
に
、
五

・
=
二
事
件
と
全
く
無
関
係
で

は
な
い
。

女
性
労
働
者
と
仏
教
。
中
国
人
の
海
外
労
働
者
は
一
般
に
ク
ー
リ
ー

(苦
力
)
の
名
前

で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

本
来
は

「
不
熟
練
労
働
者
」

の
総
称
で
あ
る
。
特
に
、

一
九
世
紀
中
葉
か
ら
労
働
力
を
必
要
と
し
た

英
国
植
民
地
で
は
、
中
国
人
労
働
者

の
優
れ
た
生
産
能
力
が
高
く
評
価

さ
れ
、
本
格
的
な
苦
力
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
。

例
え
ば
、

一
八
五
三
年

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
間
に
、
六
四
七
名

の
苦
力
が
ペ
ナ
ソ
の
ジ

ョ
ー

ジ

・
タ
ウ
ソ
へ
送
り
込
ま
れ
て
い
る
。
苦
力

の
歴
史
は
決
し
て
美
し
い

も
の
で
は
な
い
。

「
セ
リ
ソ
グ

・
ビ

ッ
グ
」

の
言
葉
が
残

っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
苦
力
貿
易

の
仲
介
者
た
ち
が
彼
ら
を

心
身
共
に
痛
め
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
悲
惨
な
歴
史
の
説
明
は
別

の

機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
特
に
女
性
労
働
者
に
つ
い
て

述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

こ
の
点
の
報
告
が
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
記
録
に
よ
れ
ば
、

一
八
七
九
年
ま
で

に
、
男
子

一
三
、
四
八
五
名
、
女
子
二
、
二
三
五
名
の
中
国
労
働
者
が

(
1
2)

英
領
ギ
ア
ナ
へ
渡

っ
た
と
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
中
国
系
女
性

労

働

者

は
、

「
サ
ム

・
ス
イ

(
S
a
n
 
s
u
i

)」
と
呼
ば
れ
る
。
今
日
で
は
こ
の
よ
う
な
女
性
に
出
会
う

こ
と
は
少
な
い
が
、

サ
ム

・
ス
イ
女
性
は
道
路
工
事
や
ビ
ル
の
建
設
労

働
者
と
し
て
働
い
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は

「
サ
ソ
フ
ー
(
s
a
m
f
o
o

)
」
と

い
う
中
国
系
の
ズ
ボ
ソ
を
は
き
、
頭
に
は
派
手
な
赤
色
の
糊
付
け
し
た

ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
立
派
な
瑞
瑠
の
首
飾
り
と
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
ま
と

っ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
瑞
璃
が
、
屋
外
で
の
肉
体
労
働
で
生
じ
る
か

-76-



も
知
れ
な

い
危
険
か
ら
、
身
を
守

っ
て
く
れ
る
と
信
じ

て

い
る
。

ま

た
、
彼
女
た
ち
は
勤
勉
で
、
宗
教
的
で
、
仕
事
に
は
遅
刻
せ
ず
休
む
こ

と
な
く
よ
く
働
く

の
で
、
雇
用
者
は
好
ん
で
彼
女
た
ち
を
雇
う
と
い
う

(
1
3)

こ
と
で
あ

る
。

宗
教
的
で
勤
勉
な
サ
ム

・
ス
イ
女
性
と
共
に
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
も
う

一
種
類
の
女
性
は
,
「
ア
マ
ー

(
a
m
a
h
)」
と
呼
ば
れ
る
女
性
で

あ
る
。
ア

マ
ー
と
は
、

「
家
政
婦
」
と
か

「
子
育
て
婦
人
」
の
意
味
で

あ
る
。
し
か
し
、

ア
マ
ー
女
性
は
生
涯
結
婚
せ
ず
、
独
身
で
通
す
こ
と

を
誓

っ
て
い
る

彼
女
た
ち
は
白

の
ブ
ラ
ウ
ス
に
黒
の
ロ
ソ
グ
ス
カ
ー

ト
を
身
に
ま
と

っ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
た
ち
は
頭
髪
を
オ
ー
ル
バ

ッ

ク
に
し
て
、
そ

の
先
端
を
豚
の
尻
尾
の
よ
う
に
(
一
種
の
弁
髪
)
結
ん
で

い
る
。
こ
の
結
び
方
は
、
生
涯
独
身
で
通
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ア
マ
1
も
サ
ム

・
ス
イ
の
女
性
も
、
共
に

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
中

国
社
会
を
代
表
す
る
勇
敢
な
女
性
で
あ
る
。
本
来
、

彼
女
た
ち
は
、
中

国
本
土
に
お
い
て
は
女
性
の
地
位
が
低
く
、

人
間
と
し
て
の
権
利
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
に
、
人
間
と
し
て
の
権
利
と
自
由
を
求
め
て
家

を
離
れ
、
未
知
の
世
界
に
自
ら
飛
び
込
ん
だ
連
中
で
あ
る
か
ら
、
彼
女

た
ち
の
結
束
は
堅
く
、
毎
日
の
生
活
は
非
常
に
質
素
で
、
し
か
も
菜
食

主
義
者
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
女
性
開
放
運
動

の
先
鞭
老
で
あ
り
、
出

家
者
に
似
た
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
女
性
の
地
位
の
向

上
を
計
り
、
儒
仏
道
の
三
教
活
動
を
通
じ
て
、
中
国
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
、
彼
女
た
ち
は
ゴ
ソ
ク
シ
ー
(
g
o
n
g
x
i

)
と
呼
ば
れ
る

「
労

働
組
合

(
t
r
a
d
i
g
n
 
c
o
m
o
p
a
n
y

)
」
を
組
織
し
、
お
互
い
の
衣
食

住

の
安

全
保
障
を
約
束
し
合

っ
て
い
る
。

彼
女
た
ち
は
自
ら
家
を
離
れ
、
家
族
と
別
れ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
剃

髪
な
ら
ざ
る

「結
髪
」
の
儀
式
を
行
な
う
こ
と

に
よ

っ
て
ア
マ
ー
に
な

れ
る
。
こ
の
場
合
、
「
ホ
ン

・
パ
オ
(
h
o
n
g
 
b
a
o

)
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な

赤
い
財
布
を
家
族
や
友
人
か
ら
送
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
三
日
後
に
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
ビ

ッ
グ
テ
イ
ル
の
形
に
頭
髪
を
結
い
、
ア
マ
ー
の
世

界

に
入

っ
て
い
く
。
高
齢
を
迎
え
、
仕
事
が
で
き
な
く
な

っ
て
も
、
組

合
が
責
任
を
も

っ
て
そ
の
高
齢
者
の
面
倒
を
見
る
。

サ
ム

・
ス
イ
も
ア

マ
ー
も
共
に
勇
敢
な
る
女
性
で
あ
り
、
自
給
自
足

の
生
活
を
原
則
と
し

て
日
頃
か
ら
肉
体
を
鍛
え
て
い
る
か
ら
、
四
五
k
gの
セ
メ
ソ
ト
袋
を
、

(
1
4)

赤
ん
坊
を
抱
え
る
よ
う
に
、
簡
単
に
持
ち
上
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

前
述

の
通
り
、
彼
女
た
ち
は
非
常
に
信
心
深

い
の
で
、
宗
教
活
動
に

も
積
極
的
で
あ
り
、
ま
た
、
仏
教
寺
院
の
み
な
ら
ず
、
儒
教
や
道
教
の

(
1
5)

神
廟

に
も
参
詣
す
る
。
彼
女
た
ち
は
家
を
棄
て
た
も
の
の
、
出
身
地
は

変
更
で
き
な
い
か
ら
、
同
じ
地
方
の
出
身
者
た
ち
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ

た
仏
寺
や
神
廟
に
特
に
参
詣
す
る
よ
う
に
な
る
。

一
般
的
に
言

っ
て
、

広
東
人
よ
り
も
福
建
人
の
方
が
宗
教
行
事
に
は
熱

心
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
中
国
系

の
寺
院
や
神
廟
に
行
く
と
、
参
詣
者
た
ち
が
大
き
な
香
炉

の
前
で
、
煙

の
立
ち
の
ぼ
る
三
本
の
長
い
線
香
を
両
手
で
持
ち
、
そ
の

両
手
を
額
に
つ
け
る
よ
う
に
し
て
三
拝
し
て
い
る
姿
に
接
す
る
。

こ
の

よ
う
な
礼
拝
は
神

々
へ
の
祈
り
で
あ
り
、
先
祖

へ
の
尊
崇
の
念
を
表
わ

マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
仏
教

(渡

辺
)
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マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
仏
教

(渡

辺
)

す
の
で
あ
る
が
、
三
拝
と
三
本

の
長
い
線
香
は
天
と
地
と
人
類

へ
の
尊

敬
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

サ
ム

・
ス
イ
女
性
や
ア
マ
ー
が

熱
心
に
参
拝
す
る
と
い
わ
れ
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
中
国
系
住
民
の
宗
教
活

動

の
一
端
を
、

サ
ム

・
ス
イ
や
ア
マ
ー
が
担

っ
て
い
る
事
実
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
五

・
一
三
事
件
以
後

は
こ
の
よ
う
な
勇
敢
な
女

性
は
次
第
に
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
が
、
彼
女
た
ち
の
深

い
宗
教
心
は
、

ク
ア
ラ
ル
ソ
プ
ー
ル
や
イ
ポ
ー
(ペ
ラ
州
)
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
会
で
の

九
日
間
の
祈
薦
礼
拝

(
n
o
v
e
n
a

)
に
ま
で
出
向
か
せ
、

聖
母
マ
リ
ア
を

(
1
6)

観
音
の
化
身
と
し
て
拝
ま
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
、
と
い
う
。

教
育
問
題
と
仏
教
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
九
六
三
年

の
調
査
に

ょ
れ
ば
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
福
建
省
出
身

の
郷
轄
が

一
番
多
い
こ
と
が

報
告
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、

一
般
的
に
言

っ
て
、
福
建
人
が
極
め
て
宗

教
的
で
あ
る
こ
と
も
既
に
述
べ
た
。

こ
の
二
つ
の
事
実
か
ら
、
彼
ら
が

教
育
に
も
熱
心
で
あ
つ
た
こ
と
も
、
当
然
推
論
で
き
る
。
確
か
に
、

一

九
六
六
年
六
月
の
ア
ジ
ア
地
域

の
華
僑
各
種

の
耕
組
織
を
み
る
と
、
教

育
文
化
団
体
は
三
〇
九
の
数
字
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
出
身

省
を
問
わ
ず
、
華
僑
、
華
人
が
教
育
、
文
化

の
面
で
活
躍
し
た
事
実
を

示
す
の
で
あ
る
。
事
実
、

六
年
後

の
ア
ジ
ア
地
域

の
華
僑
学
校
数
を
み

る
と
、
小
学
校
三
、
七
三
九
校
、
初
級
中
学
三
ご
○
校
、
高
等
初
中
学

二
四
七
校
、
大
学
専
門
学
校
三
四
校
、
職
業
学
校
二
四
校

で
、

総

数

(
1
7)

四
、
三
六
四
校
の
設
置
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に

一
っ

の
大
き
な
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
言
語
問
題

で
あ
る
。

一
口
に
中

国
語
と
い
っ
て
も
、
華
南
の
福
建
、
広
東
の
出
身
者
に
は
、
北
方

の
言

語
で
あ
る
華
語

(中
国
標
準
語
)
は
ま

っ
た
く
通
じ
な
い
。
ま
た
、
同
じ

南
方
方
言
で
も
福
建
語
、
広
東
語
、
潮
州
語
と

で
は
大
き
な
相
違
が
あ

る
。
華
僑
、
華
人
の
場
合
、
自
分
の
出
身
地
の
方
言
を
母
国
語
と
す
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

一
九
七
八
年
の
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
を
例

に
取

っ
て
み
る
と
、
最
大
の
母
語
グ

ル
ー
プ
は
福
建
語
で
あ
り
、
華
人

の
三
六
%
を
占
め
、
潮
州
語
、
広
東
語
、
そ
し

て
、
そ
の
他
の
中
国
方

言
と
続
き
、
合
わ
せ
て
華
人
の
八
七
%
が
中
国

の
方
言
を
母
語
し
て
い

(
1
8)

る
。
こ
の
こ
と
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
も
大
体
同
じ
こ
と
が
言
え

そ
う
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
も
福
建
人
が
多
数
を
占

め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
母
国
語

か
ら
遠
ざ
か
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
国
の
文
化
を
も
失
う
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
、
華
僑
、

華
人
が
母
国
語
教
育
に
躍
起
に
な
る
こ
と
は
当
然

で
あ
る
。
し
か
し
、

五

・
一
三
事
件
か
ら
二
年
後
の
七

一
年
三
月

の
憲
法
改
正
に
よ

っ
て
、

「
国
語
と
し
て
マ
レ
ー
語
」
が
d
e
n
s
i
t
i
v
e
 
I
s
s
u
e
s

の

一
つ
と

し

て

政
治
的
枠
組

の
中
で
展
開
さ
れ
た
た
め
に
、
華

人
た
ち
は
益

々
、
華
人

文
化

の
保
護
と
高
揚
に
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
一
っ
が
、
既

に
他

の
論
文
で
発
表
し
た
よ
う
に
、
七
〇
年
代
に
お
け

る
仏
教
会
設
立
の
運

動
で
あ
る
。
」

仏
教
会
設
立
の
問
題
は
ど
も
か
く
と
し
て
、

こ
こ
で
教
育
問
題
と
仏

教
と
掲
げ
た
理
由
は
、
華
人
た
ち
が
仏
教
文
化

の
保
護
と
伝
播

の
中
に
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お
い
て
、
パ
ー
リ
語
や
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト

語

の
学
習

に
仏
教
会
組
織
を
通
じ
て
精
を

出
し
て
い
る
事
実
に
注
目
し
た
い
が
た
め

で
あ
る
。

シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
は

一
九
六
三
年

に
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦

の
一
州

と

な

っ
た

が
、
六
五
年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
分
離

独
立
し
た
。
そ
の
後
、

シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
は

マ
レ
ー
語
、

華
語
、

タ
ミ
ル
語
、
英
語
の

四
言
語
を
公
用
語
と
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
が
、
七
八
年
の
調
査
で
は
、
異
民
族

間
で
の
他
言
語
理
解
の
度
合
を
上
の
よ
う

(
1
9
)

に
報
告
し
て
い
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
に

も
福
建
人
が
多
数
を
占
め
て

い
る

関

係

上
、
上

の
表
は
大
い
に
参
考
に
な
る
が
、

こ
こ
に
敢
え
て
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、

マ

レ
ー
シ
ア
で
も
公
的
な
場
所
以
外
で
は
、

色

々
な
言
語
が
話
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ゆ
そ
の
よ
う
な
状

況

の
中
で
、
華
人
が
仏
教
を
学
ぶ
に
当
た

つ
て
、
パ
ー
リ
語
や
サ
ソ
ス

ク
リ
ッ
ト
語
を
学
ぽ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
将
来

の
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
に

大
き
な
変
化
を
起

こ
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

マ
レ
ー
語

に
は
多
く

の
パ
ー
リ
語
や
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
最
近
の
ハ
ソ
デ
ィ
ー
な
学
生
用

の
小
辞
典
で
、
A
.
E
.
 
C
o
o
p
e

が
編
集

し
た

『
M
a
l
a
y
-
E
n
g
l
i
s
h
 
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y

』

(
K
u
a
l
a
 
L
u
m
p
u
r
,

1
9
7
6
)
 を
例

に
と

っ
て
み
て
も
、
そ
の
中
に
は

マ
レ
ー
語
の
サ
ソ
ス
ク

リ
ッ
ト
か
ら
の
借
用
、
ま
た
は
サ
ソ
ス
ク
リ
ヅ
ト
の
マ
レ
ー
語
化
な
ど

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
a
見

出
し
に
は
四
六
三
の

単
語
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
一
九
の
単
語
が

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
関

係
し
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
マ
レ
ー
語
化
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
数

は
遙
か
に
少
な
い
。
し
か
し
、
上
座
仏
教
の
研
究
を
通
じ
て
、
パ
ー
リ

語
を
学
習
し
よ
う
と
す
る
現
代

マ
レ
ー
シ
ア
華
人
は
、
今
や

一
種
の
言

(
2
0
)

語
革
命
を
迎
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
。

シ
ソ
・ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
、
多
言
語
を
公
用
語
と
す
る
こ
と
は
、
そ

こ
に
い
く
つ
か
の
デ

ィ
メ
リ
ッ
ト
を
生
じ
る
と

い
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

(1)
種
族
間
の
対
立
、
抗
争
が
起
こ
り
や
す
く
、

政
治
、
社
会
の
安
定
が

確
保
さ
れ
に
く
い
。
(
2
)
そ
の
た
め
に
経
済
発
展
が
阻
害

さ

れ

る
。

ま

た
、
多
言
語
状
況
そ
の
も
の
が
、
行
政
、
教
育
、

通
信
、
出
版
な
ど
の

面
で
不
経
済
で
も
あ
る
。
(
3
)
国
家
の
安
全
を
外
か
ら
脅
か

さ

れ

や

す

(
2
1
)

い
、
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
別
の
観
点
か
ち
言
え
ば
、
多
言
語
の
使

用
に
よ

っ
て
、
そ
の
国
の
文
化
を
豊
か
に
育
て
る
こ
と
も

事
実

で
あ

る
。
華
人
仏
教
徒
た
ち
が
パ
ー
リ
語
、

サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
仏
教
会

単
位
で
学
習
す
る
こ
と
は
、
仏
教
文
化
を
形
成

し
、
発
展
さ
せ
る
上
で

大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

お

わ
り
に
。
以
上
、

マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
仏
教

の
問
題
を
検
討
す
る

主 要 言 語

マ
レ
ー
シ
ア
華
人

と
仏
教

(渡

辺
)
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マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
仏
教

(渡

辺
)

に
当
た

っ
て
、

一
九
六
九
年
五
月
十
三
日
の
人
種
衝
突

の
事
件
を

一
つ

の
契
機
と
し
て
、
そ

の
前
後

の
華
僑
、
華
人
の
社
会
的
対
応
を
三
つ
の

面
、

即
ち
、
人
口
、
女
性
労
働
者
、
教
育
、問
題
か
ら
考
察
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
言
え
る
こ
と
は
、
人
種

的

な

事

件
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
た
事
件
が
起
こ
る
た
び
に
、
華
僑
、
華
人
は

仏
教
文
化
を
強
力
に
形
成
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
強
め
る

こ
と

で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
裏
返
し
て
い
え
ば
、
彼
ら
の
経
済
力
や
政
治
力

の
向

上
と
共
に
、
日
頃
の
不
断
の
文
化
形
成

へ
の
努
力
が
、
仏

教

会

の

設

立
、
寺
院
の
建
立
、
神
廟
の
建
造
な
ど
と
な

っ
て
表
現
さ

れ

る

た

め

に
、
他
民
族
、
特

に
マ
レ
ー
系
住
民
の
目
に
は
異
様
に
映
る
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
そ
の
異
様
性
が
人
種
対
立
の
引
き
金
に
な
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

六
七
年
の
人
種
衝
突
、

二
年
後

の
五

・
一
三
事
件
も
共
に
単
な
る
政
治
的
、
経
済
的
偶
発
的
事
件
で
は

な
く
、
生
じ
る
ぺ
く
し
て
起
こ

っ
た
事
件
で
あ
る
。
八
七
年
は
、

マ
レ

ー
シ
ア
政
府
が
華
語
の
話
せ
な
い
マ
レ
ー
系
教
師
を
中
国
系

の
子
弟

の

多
い
小
学
校
の
責
任
あ
る
地
位
に
送
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
中
国

系
住
民
か
ら
の
強
い
反
発
が
あ

っ
た
。
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
で
は
七
九
年
、

リ
ー

・
ク
ワ
ソ
ユ

首
相
の
提
案
で
、

「
華
語
を
話
そ
う
し
運
動
が
起

こ
っ
た
が
、

こ
の
運
動
は
当
然

マ
レ
ー
シ
ア
に
も
飛
火
し
て
い
る
。
そ

の
理
由

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
華
語

の
文
化
、
華
人
の
宗
教
を
保
護

し
よ
う
と
す
る
根
源
的
な
願
望
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
最
近
、
特

に

「
華
僑
を
知
ら
ず
し
て
東
南
ア
ジ
ア
は
論
じ
ら
れ
な
い
」
、
と

言

わ

れ
る
が
、
こ
の
言
葉
は

「
華
人
の
仏
教
文
化
を
知
ら
ず
し
て
東
南
ア
ジ

ア
は
理
解
で
き
な
い
」
、
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
華
僑
、
華
人
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
、
他
の
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
、
例
え
ば
、

イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
華
僑
、
華
人
な

ど

に
比

べ

て
、
気
楽
さ
と
自
由
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。

こ
の
原
因
の
一

つ
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
気
候
、
風
土
、
そ
し
て
、
本
来
の
マ
レ
ー
シ
ア
人

気
質
な
ど
を
無
視
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
近
の
華

人
社
会
の
中
で
、
華
僑
、
華
人
の
現
地
化
、
融
合
化
と
い
う
方
向
と
そ

う
で
な
い
方
向
と
が
反
発
し
あ

っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
す
る
が
、
彼
ら

の
現
地
化
、
融
合
化

の
方
向
が

マ
レ
ー
人
気
質

の
的
に
向
け
ら
れ
る
な

ら
ば
、
人
種
衝
突

の
減
少
も
か
な
り
期
待
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
本
来
の

マ
レ
ー
人
気
質

と
は
、
ジ
ャ
ラ
ソ
・
ジ
ャ
ラ
ソ

(
j
a
l
a
n
-
j
a
l
a
n

)
気
風

で
あ
る
。

こ
の
語
は
パ
ー
リ
語
、

サ
ソ
ス
ク
リ

ッ
ト
語
の
。
c
a
r
a
t
i

(語

根
は
。
費

で
、
「歩
く
」
の
意
味
)
か
ら
作
ら
れ
た

マ
レ
ー
語

で
あ

り
、

マ
レ
ー
人
が
の
ん
び
り
と

「散
歩
す
る
」
場
合

に
用
い
ら
れ
る
言
葉
で

あ
る
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
、

「
マ
レ
ー
人
種
に
関
す
る
遺
伝
と
環

境
の
影
響
」
と
い
う
論
文
を
自
著

『
マ
レ
ー

・
ジ
レ
ソ
マ
』
の
中
で
書

(
2
2)

い
て
い
る
が
、
彼

の
こ
の
論
文
を
参
照
し
つ
つ
、
マ
レ
ー
人
の
ジ
ャ
ラ

ソ

・
ジ
ャ
ラ
ソ
気
風

の
形
成
過
程
を
研
究
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
課
題

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ぽ
、
そ

の
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ

っ

て
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
中
国
系
住
民
、
イ
ソ
ド
系
住
民
と
の
人
種

衝
突
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
方
法
が
見
出
さ
れ

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
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か

ら

で
あ

る
。

1

パ

ー
リ
文
化
研
究
会
編

『
パ

ー
リ
仏

教
文
化
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
八
二
年
、

八
九
-

一
一
二
頁
。

2

大
野
徹
編

『
シ
リ
ー
ズ
国
際
関
係
5

・
東
南

ア
ジ
ア
と
国
際
関
係
』
晃

洋
書

房
、

一
九
七
九
年
、

九
四
頁
。

死
傷
者

の
数

に
関

し
て
、

か
な
り
の

相
違
が

み
ら
れ

る
。
例
え
ば
、

日
本

国
際
政
治
学
編

『
ア
ジ
ア
の
民
族
と

国
家
-

東
南

ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
て
』
八
六
巻

(
一
九

八
七
年

二

月
)
、

有

斐
閣
、

一
五

一
頁
参
照
。

3
 
大
野
編
、

前
掲
、
九

四
頁
。

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

)
,
 
1
9
7
0
,
 
p
.
 
5

尚
、

高
多

理
吉
訳

『
マ
レ
ー

・
ジ

レ
ン

マ
』

(勤
草
書
房
、

一
九

八
三
年
)

が
あ

る
。

ま
た
、

マ
イ

ノ
リ
テ

ィ
ー

に
関

し
て
は
、
R
o
b
e
r
t
 
L
.
 
W
i
n
s
x
l
e
d
e
 
E
t
h
n
i
c
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
 
i
n
 
K
e
l
a

参
照
。

5

綾
部
恒
雄

・
永
積
昭

『
も

っ
と
知
り
た
い

マ
レ
ー
シ
ア
』

弘
文
堂
、

昭

和
五
八
年
、

五
四
頁
。

紙
面

の
都

合
上
、

人

口
表

の
記
載

は
省
略
。

7

例
え
ば
、

ガ
リ

ッ
ク
、

前
掲
、

一
四
頁
。
c
o
l
i
n
 
M
c
d
o
u
g
l
a
 
B
u
-

d
d
h
i
s
m
 
i
n
 
M
a
l
a
y
 
s
i
n
g
a
p
o
r
 
1
9
5
6
,
 
p
.
 
3
3
.
 

河
部
利
夫

『
世
界

の
歴
史

一
八

・
東
南

ア
ジ
ア
』
河
出
書
房
、

昭
和

四
四
年
、

一
九
七
頁
。

大
野
、
前
掲
、

三
〇
頁
。

須
山
卓

・
日
比
野

丈
夫

・
蔵
居
良
造

『
華
僑
』

N
H
K
ブ

ッ
ク
ス
ニ
〇

二
、
昭
和

四
三
年
、

一
三
頁
。

松
本

三
朗

・
福
永

安
祥

『
東
南

ア
ジ
ア
の
展
望
』
勤
草
書
房
、

一
九

八
○
年
、

二
〇

五
頁
。

『
朝
日
各
国
情
報

ザ

・
ワ
ー
ル
ド
』
、
8
4
、
8
8
、
朝

日
新
聞
社
な
ど
。

但

し
、

ア
ジ
ア

・
エ
ー
ト

ス
研
究
会
編

『
ア
ジ
ア
近
代
化

の
研
究
-
精
神
構

造
を
中
心
と
し

て
』
(
御
茶

の
水
書
房
、

輔
九

六

九

年
)

に
お
け

る
人

口

表

で
は
、
人
種
別
人

口
構
成

の
数
字

に
、
前
掲

の
も

の
と

か
な
り

の
相
違

が

み
ら
れ

る

(
六

二
頁
参
照
)
。

8

河
部
、

前
掲
、

二
〇

一
頁
。

9

陳
鐵
凡

・
前
田
清
茂

訳

「
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
社
会

の
消
長
と
馬
華
文
化

の
交
流
」
『
南
方
文
化
』
天
理
南
方
文
化
研
究
会
、

第
六
輯
、
一
九
七
九
年

一
一
月

(
八
九
-

一
〇

八
頁
)
、
九
九
頁
。

10

松
本

・
福
永
、

前
掲
、

二
〇
七
頁
。

11

轄
毎

に
ょ
る
建
立
寺

院
名

に
関

し
て
は
、
陳
鐵
凡

・
前

田
清
茂
訳
、

前

掲
、

九
七
頁
参
照
。

ま
た
、

ペ
ナ
ン
で
、

一
八
九
〇
年

か
ら

二
〇
年

の
歳

月
を

か
け

て
福
建
轄

の
寄
付

で
建

て
ら
れ
た
絢
欄
豪
華
な
極
楽
寺

の
建
築

史

に
関

し
て
は
、
C
.
 
S
.
 
W
o
n
g
 
T
e
m
p
l
e
 
o
f
 
p
a
r
a

o
r
e
,
 
1
9
6
3

を
血少
照
。

12

須
山

・
日
比
野

・
蔵
居
、

前
掲
、

三
九
頁
、

四
〇
頁
参
照
。

15

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
中
国
人
の
宗
教
儀
礼
、
仏
教
儀
礼

に
関
し
て

は
、
大
淵
忍
爾
編

『中
国
人
の
宗
教
儀
礼
-
仏
教
、
道
教
、
民
間
信
仰
』

福
武
書
店
、
昭
和
五
八
年
。
鎌
田
茂
雄

『中
国
の
仏
教
儀
礼
』
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
報
告
、
昭
和
六
一
年
、

一
七
五
-
二
六
九
頁
な
ど
参
照
。

16
 
J
o
A
n
n
 
c
r
a
i
g
,
 
i
b
i
d
,
 
p
.
 
3
3
.

17

須

山

・
日
比
野

・
蔵
、

前
掲
、

七

二
頁
、

七
四
頁
、

七
五
頁
。

戸
谷
修

「
マ
レ
ー
シ
ア
ー
複
合
社
会
と
教
育

の
課
題
」

ア
ジ

ア

・
エ
ー
ト

ス
研

究

会
編

『東

南

ア
ジ
ア
の
社
会
変
動
と
教
育
』
第

一
法
規
、

昭
和

六

一
年
、

四
三
-
七
九
頁
な
ど
参
照
。

18

日
本

国
際
政

治
学
会
編
、

前
掲
、

九
七
頁
、

一
三
六
頁
参
照
。

19

日
本

国
際

政
治
学
会
編
、

前
掲
、

九
八
頁
。

20

例

え
ぽ
、

五

・
一
三
事
件

の
翌
年
、

一
九
七
〇
年

に

マ
レ
ー
シ
ア
仏
教

青
年
総
会

(
Y
B
A
M
)
が
結
成
さ
れ
た
。

そ
れ
以
来
、

今
日
ま
で
五
三

号
を
数

え
る
新
聞
を
発
行

し
て

い
る
が
、

そ
の
記
事

は
英
語
と
中
国
語
が

メ
ー

ソ
で
あ
る
が
、

同
時

に
パ
ー
リ
語
も
必
ず
使
用
さ
れ
て
い

る
。

21

日
本

国
際
政
治
学
会
編
、

前
掲
、

九
五
頁
、

一
〇

九
頁
参
照
。

鎗

マ

ハ
テ

ィ
ー

ル
、

前
掲
、

一
六
-
三

一
頁

(英

文
)
、
二
三
-

四
三
頁

(翻

訳
)
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

人

口
問
題
と
仏
教
、

女
性
労
働
者

と
仏
教
、

教
育
問
題

と
仏
教

(愛
知
学

院
大
教
授
)

マ
レ
ー
シ
ア
華

人
と
仏
教
 
(渡

辺
)
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